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研究成果の概要（和文）：　アンコール地域では日本の機関だけでも複数の機関が調査研究・修復、人材育成事
業に関わっており、機関間での情報共有が課題となっている。本研究では関係機関における調査成果の目録を作
成し、紙媒体からの電子化、電子的データのフォーマットの整理を行った。関係情報の検索システムを試作し、
共通検索に資するように検索語彙の整理のため用語表記の揺れについて検討した。私的コレクションの活用方法
の検討や失われたデータベースの再構築にも取り組んでいる。

研究成果の概要（英文）：There are many institutions, even only Japanese, that engage the research, 
study, conservation and human resource development in Angkor area.  The information sharing between 
the institutions is an important subject.  We make inventories of the research results of each 
agency.  And also we do the digitization from paper media and arrange the format of digital data.  
We product a trial version of retrieval system of concerning information and consider the notation 
fluctuation of terms.  We examine the utilization method of private collections and tackle the 
reconstruction of a lost database.

研究分野：考古学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 カンボジアのアンコール地域には、9 世紀
から 13 世紀を中心とする、王都や寺院など
の大規模な遺跡が数多く残されており、100
年を越える長い研究の歴史を有している。遺
跡の調査研究・修復に関わる機関も、カンボ
ジアだけではなく多くの国の機関があり、成
果報告も膨大な量が蓄積されてきている。 
 日本の関係機関に限定しても、上智大学、
早稲田大学、東京文化財研究所、奈良文化財
研究所等が関与しており、相互の情報共有、
資料の保全と継承が課題となっていた。 
 
２．研究の目的 
 アンコール地域で調査研究・修復、人材育
成・技術移転に関わってきた日本の機関の間
で、成果に関する情報の共有を進める。この
目標を達成するために、現存する問題点を整
理し、解決のための手法の開発を行うのが本
研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
(1) 各研究機関における資料の蓄積状況を
調査する。その際、図面、写真といった区分
それぞれについて、紙媒体なのか電子媒体な
のかを調べ、電子的データの場合は、フォー
マットやデータの大きさを確認する。この作
業によって資料のインベントリーを確立す
る。 
 
(2) 資料の蓄積状況、共有状況については、
アンコール地域の調査研究に関わっている
諸外国の機関についても共通する課題であ
る。このため、カンボジアやフランスの機関
での状況に関する調査も行う。 
 
(3) データベースを作成した時には、検索に
よって探している資料に到達できるように、
適切な検索語を選択する必要がある。この語
の選択を効率化する手法を開発できれば、さ
まざまな分野での応用も期待できる。検索語
の自動作成を実現するシステムを試行する。 
 
(4) 調査研究資料の中には、公表されずに埋
もれたままの状態になっているものがある。
こういった資料の有効活用の方法について
検討する。 
 
(5) 各機関の資料をつないで分析するため
には、用語の整理が必須である。固有名詞の
表記の揺れも見られ、実例の収集を行う。 
 
４．研究成果 
(1) 日本の研究機関について、調査成果をど
のような形で保管しているかを、機関ごとに
状況を調査した。 
 研究代表者が所属する奈良文化財研究所
が所有する資料は、自機関の調査に関する資
料と、他機関の成果とに分けることができる。
自機関の調査資料について、まず目録の目録

にあたるものを作成した。各データは、「タ
ニ A6 号窯跡出土遺物写真」といった、それ
自体が一群のデータからなる目録となって
いる。 
 第一段階での目録の要素にあたる一群の
データの中身について、写真資料の場合であ
れば、フォーマットが Tiff なのか、Jpeg な
のかといった違い、データの大きさがどのく
らいなのかをリスト化した。この作業の中で、
Tiff フォーマットしか存在していないデー
タについては、Jpeg フォーマットのデータを
作成するようにして、一覧を参照する際に利
用しやすいように統一を図っている。 
 また、図面資料については、リストを作成
するとともに、元の資料が紙媒体である場合、
スキャンして電子ファイルを作成した。この
ファイルについても Tiff フォーマットのも
のと Jpeg フォーマットのものの 2 種類を作
成している。 
 文字資料に関しては、基本的に pdf 化を行
った。印刷物などの紙媒体しかないものに関
しては、1 ページごとにスキャンしてスキャ
ン pdf を作成した。さらに pdf ファイルに対
してOCRをかけてテキストデータを作成した。
これにより全文検索が可能となる。OCR によ
るテキストデータには誤変換が伴うので、重
要な文献から順に校正を行っているところ
である。この校正作業には長い時間を要して
いる。校正を経た正確なデータを用いること
で、厳密な検索が可能となり過去の調査成果
の参照が容易となった。 
 
(2) 奈良文化財研究所が所蔵する他機関の
資料は、基本的に公表されている紙媒体の資
料である。ただ、少部数の発行で現在では入
手困難となっているものもある。オリジナル
の形で保管しているもの、コピーを所蔵して
いるものといった区分でのリストを作成し
た。 
 こういった自機関以外の資料を所蔵する
ことは、情報の分散保管の上から大切で、情
報防災の観点から、整備していく必要がある。 
 電子化した形での保管も、内容の分析のた
めには有効であるので、事情が許せば実行す
ることが求められる。本研究においても、上
智大学の初期の資料の一部について、試験的
な電子化と、文字情報の校正を行った。上智
大学は、国内機関として最長のアンコール地
域研究の歴史を有しているので、その資料を
統合的に利用できる環境の整備は重要な課
題である。 
 
(3) 国内他機関の資料調査。 
 資料の所在情報についての調査をお願い
した。東京文化財研究所と上智大学の調査資
料について、資料の媒体ごとの目録作成を進
めることで、資料所在情報一覧を作成する目
途がついた。早稲田大学関係の資料は JSA（日
本国政府アンコール遺跡救済チーム）、JASA
（日本国政府アプサラ機構アンコール遺跡



救済チーム）の活動による資料が膨大に蓄積
しており、全体像の把握には、本研究の研究
期間を超える時間が必要となっている。 
 
(4) フランスでの状況調査。 
 アンコール地域での調査研究・修復活動の
歴史が長く規模も大きいのは、フランスであ
る。フランス極東学院のブルーノ・ブルギエ
氏は、カンボジア文化芸術省と共同で、カン
ボジアの遺跡に関するGISを活用したデータ
ベース（CISARK）を作成して公開している。
氏に取材してこのデータベースの特質など
の把握に努めた。CISARK は公開が中断するな
ど運用上の不安定さも見られるが、カンボジ
ア全土をカバーする大規模データベースで
多言語対応も進められており、検索語彙の収
集などに活用が期待できる。包括的なデータ
提供を得ることはできなかった。 
 フランス極東学院が調査した出土品の多
くは、ギメ東洋美術館が所蔵している。この
ため、収蔵品データベースに関する調査、展
示品に付けられている説明の用語に関する
調査を行った。ギメでは全品を網羅するよう
な統合的なデータベースはなく、優品に関し
ては、フランス全土の美術館・博物館の収蔵
品をカバーする美術品データベースである
Joconde に登録されていることがわかった。
Joconde は大規模データベースであり、包括
的なものなので、ひとつの館のシステムの代
替とするには無理がある。 
 
(5) 検索語の自動抽出については、アンコ
ール地域での調査で得られた写真のデータ
に対してキーワードを入力したデータベー
スを作成することを試みた。研究分担者の津
村が作成したシステムを用いて、上智大学、
東京文化財研究所、奈良文化財研究所の調査
写真を用いて検索語の収集を行ったが、十分
な語彙の集積ができない結果となった。 
 この点を改良するために、量的な保証のあ
る文字データを準備することとした。これに
は、奈良文化財研究所の調査資料を電子化し
たものを当てた。用意した文字データ群から
の用語抽出を記載遺跡ごとに行うことで、あ
る遺跡に関する説明文章ごとの用語の傾向
が明らかになる。これをその遺跡の所在位置
情報を組み合わせて分析すると、ある場所か
らの距離を指定して、その中の遺跡に関する
記述の用語傾向・頻度を表示させることがで
きる。 
 用語については、同じ意味で用いられてい
る用語の表記に揺れがある問題が存在して
いる。原表記は尊重されるべきであるが、全
文検索を行う場合に参照できるような、「表
記の揺れリスト」が求められる。本研究で電
子化した文章群を基にして、まず固有名詞か
ら表記方法の検討を行った。 
 資料体の性質上、まず日本語での表記を検
討しているので、当然、外国語の地名をカタ
カナでどのように表記するかという、アンコ

ール地域に限定されない理由による表記の
揺れが多く検出されている。アンコール地域
の地名については、クメール文字による表記、
ラテン文字によるフランス語での表記・英語
での表記から引き写しがほとんどであり、主
に、フランス語を基にしているか英語を基に
しているかという偏差を受けている。こうい
った点も考慮しつつ、固有名詞以外の用語の
表記に関する検討は、継続して進めていると
ころである。 
 
(6) いわゆる公式な調査成果資料だけでは
なく、アンコール地域に関する資料には私的
ものが大量に存在する。それらには、一般の
人による旅行記的な記録もあれば、専門家が
公的な調査の合間に撮影した写真のような
記録も存在する。こういった、私的なコレク
ションは当然、、調査が進んでおらず、その
活用についても検討がなされていない。 
 本研究においては、上智大学で調査研究に
あたっていた荒樋氏が撮影した写真資料の
整理を研究分担者の丸井が中心となって行
っている。 
 重要な遺跡であっても、例えば、すべての
時期における保全状況の写真が公的資料で
揃うことは少なく、私的資料をいわば公的化
することによって補完される部分が多いこ
とが明らかになってきている。寄贈を受けた
コレクションのデータ化や目録情報の公開
への道筋について検討を行うことができた
と考えている。 
 
(7) 研究期間の最終盤に、一度データベース
化された資料が、印刷物のみ継承されて元の
データベースが失われている例が明らかと
なった。これは、フランス極東学院が作成し
た、アンコール保存事務所の所蔵品リストで
あり、保存事務所ではデータベースから印刷
したものしか利用できない状態となってい
る。 
 この資料の一部について紙媒体からの再
電子化を試行し、復元に関して良好な見通し
を得ることができた。今後、作業を進める機
会があれば、時間はかかるものの再電子化は
可能である。 
 
(8) 研究の成果は、各機関での目録整備、
検索語抽出システムの開発、表記の揺れに関
する用語集の整備のそれぞれについて、情報
を公開する準備を進めている。 
 また、本研究が取り組んだ課題については、
世界考古学会議という大規模な国際学会で
の発表を通じて、諸外国の研究者にも問題意
識が共有された。学会では、ひとつのセッシ
ョンを担当し、本研究の研究代表者、研究分
担者による発表だけではなく、カンボジアの
アプサラ機構など関係機関の研究者からも、
関連する内容での発表を得ている。 
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